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Abstract
　The purpose of this study is to research how nursery school teachers teach and/or support infants who have 
difficulties in communicating with others and what difficulties they feel about and to consider how they teach 
and/or support better about the newly announced contents of childcare “human relationships.”

Keywords: Human Relations, Childcare Content "Human Relations", Early childhood
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Ⅰ．問題の所在及び目的
　人が成長し、生きていくためには、人間関

係が重要な要因である。そして、子どもの成

長発達には適切な人間関係が欠かすことはで

きない。Vygotsky (1987)1）は、発達の最近接

領域という概念を用いて、子どもは孤立した

存在ではなく、大人や仲間といった意味のあ

る他者との相互作用や援助を受けながら発達

する存在であることを指摘している。日本に

おいて幼児の人間関係については、幼稚園教

育要領1989（平成元）年2）の改訂において6領

域から子どもの発達の側面から5領域に再編

された際に領域「人間関係」が設けられた。

また1990（平成2）年改訂の保育所保育指針3）

でも、3歳児から6歳児までの保育内容に「人

間関係」が取り入れられた。また、2008（平

成20）年改訂4）では、年齢に関係なく保育の

内容として明記された。このように幼児期の

人間関係に焦点が当てられるようになったの

は、幼児期の発達にとって、人間関係は重要な

視座を与えるものであるという考えが社会的

に認知されるようになったからであると示唆

される。

　中央教育審議会（以後「中教審」とする）

の「子どもを取り巻く環境の変化を踏まえ

た今後の幼児教育の在り方について（答申）」

（2005）5）によると、「少子化、核家族化、都市化、

情報化、国際化など我が国経済社会の急激な

変化を受けて、人々の価値観や生活様式が多

様化している一方で、社会の傾向としては、

人間関係の希薄化、地域における地縁的なつ

ながりの希薄化、過度に経済性や効率性を重

視する傾向、大人優先の社会風潮などの状況

が見られる」ということが、こどもの育ちの

社会的背景として提示されている。このよう

に、幼児期の豊かな人間関係の形成は求めら

れており、乳幼児期からの子どもの成長、そ

してそれに関わる親や保育士・教師、そして

社会として取り組むべき課題である。

　さらに近年の保育現場では、障害のある子

どもや、診断名はないが保育を行う上で 配

慮を要する子どもが増加傾向にあり、保育上
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の課題があるとされている。（郷間・圓尾・

宮地；2008、河野：2010）6) 7）。そのような幼

児の多くは、コミュニケーションや人間関係

に困難さがみられる傾向がある。しかしなが

ら、2017(平成29)年告示の保育所保育指針（厚

生労働省）8)、幼稚園教育要領（文部科学省）9）、

幼保連携型認定こども園教育・保育要領（内

閣府・文部科学省・厚生労働省）10)、いずれ

も1歳から3歳未満、3歳以上と発達年齢に

合わせた人間関係の内容が提示されたが、そ

の指導や支援方法の詳細は示されていない。そ

して、現場の保育士・教員は、手探りで人間

関係に困難さのある子どもへの指導・支援も

行っている。

　以上より、本研究では、新しく告示された

保育内容における「人間関係」について、人

間関係に困難な子どもにどのように指導・支

援を行っているか、どのようなこと困難さを

感じているか、ということを調査し、よりよ

い指導・支援の方向性を考えることを目的と

する。

Ⅱ．研究方法
１．調査対象

　私立Aこども園に所属して、園児の指導を

担当している保育士・幼稚園教諭・保育教諭

合計19人(3歳児未満担当者7人、3歳以上担当

者12人)

2．調査期間

　平成××年12月下旬〜平成××＋１年1月

上旬

3．調査方法

1）質問紙による調査を実施する

2）調査用紙の種類

「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」

に提示されている「人間関係」の内容は、1

〜3歳未満と3歳以上で異なることから、それ

ぞれの子どもの担当者用に、2種類の調査用

紙を作成する。

3）調査用紙の配布・回収

　各調査用紙をAこども園園長に直接、配布

の依頼をし、担当職員に直接配布し、回収も

同様とした。

4）回答の有効性について

選択記号がすべて適切に回答されている回答

のみを有効回答そして処理する。

4．調査内容

　以下の質問項目を設け、調査を実施する。

1）1〜3歳未満児担当者

① 指導者の属性（性別、年代、所有資格、

経験年数）

② 人間関係に困難な子どもに対する「人間

関係」の指導・支援の状況

「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」

の「人間関係」の1〜3歳児未満児に示されて

いる内容6項目について、「十分にできている」

「まあまあできている」「十分にはできていな

い」「ほとんどできていない」の4件法での回

答と、具体的な指導・支援内容の記載(自由

記述)

③「人間関係」の指導・支援で困っていること

（自由記述）

2）3歳以上担当者

① 指導者の属性（性別、年代、所有資格、

経験年数）

② 人間関係に困難な子どもに対する「人間

関係」の指導・支援の状況

　「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」

の「人間関係」の3歳以上の幼児に示さ

れている内容13項目について「十分にで

きている」「まあまあできている」「十分に

はできていない」「ほとんどできていない」

の4件法での回答と、具体的な指導・支援

内容の記載(自由記述)

③ 「人間関係」の指導・支援で困っているこ

と（自由記述）

5．倫理的配慮

　調査の実施及び配布は、Aこども園の園長

に直接依頼し、許可を得た。質問の内容につ

いても、同園長に確認を図り、承諾を得た。

調査の目的及び得られた事項は匿名化を図っ

たうえで、研究発表及び報告書等にて公表す

ることを明記している。

Ⅲ．結果
　調査対象者より得られた結果を、以下に報

告する。

１．1歳〜3歳未満児の指導担当者
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　7名の指導者より回答が得られ、有効回答

数は7枚であった。

1）回答者の属性

　有効回答として処理された7名の回答者の

属性は表1のとおりである。

表1．回答者の属性（1〜3歳児未満担当者）

（単位：人）

　回答者は全員女性であり、保育士資格・幼

稚園教諭免許状も全員が所持していた。また、

年齢構成は20歳代から50歳代、経験年数も2

年から18年と幅広い職員構成である。

2）人間関係の指導・支援について

　質問紙調査で求めた「幼保連携型認定こど

も園教育・保育要領」の「人間関係」の1〜3

歳児未満児に示されている内容6項目の指導・

支援状況について「十分にできている」「まあ

まあできている」「十分にはできていない」「ほ

とんどできていない」の4件法での回答と、

具体的な指導・支援内容の記載(自由記述)、「人

間関係」の指導・支援で困っていること（自

由記述）、より得られた結果は表2のとおりで

ある。

　4件法にて回答を得た6項目のうち、「2．保育

士の受容的・応答的かかわりの中で、欲求

を適切に満たし、安定感をもって過ごす」「5．

園での生活のしかたに慣れ、決まりがあるこ

とや、その大切さに気付く」の項目に若干の

指導・支援が「十分にできていない」という

回答がみられた。全体としては、1〜3歳未満

児の場合、ほとんどが支援・指導は「十分に

できている」「まあまあできている」といった

回答であった。特に、「6.生活や遊びの中で、

年長児や保育士の真似をしたり、ごっこ遊び

をしたりする」という項目は、支援・指導が

「十分にできている」が71%と、最も高い評価

であった。しかしながら、「人間関係」の指導・

支援での困難がないわけではく、回答者全員

から、困っていることの自由記述による回答

が記載されていた。

2．3歳以上の幼児の指導担当者

1）回答者の属性

回収した調査用紙は12人であったが、有効回

答率は11人分(92%)である。その有効回答者の

属性は表3のとおりである。

表3．回答者の属性（3歳以上の幼児担当者）
（単位：人）

　回答者は全員女性であり、幼稚園教諭免許

状は全員が、また、保育士資格は10人が所持

していた。年齢構成は20歳代が半数以上であ

り、経験年数も10年未満がほとんどである。

さらに、3年未満が約半数というメンバー構

成で指導が行われている。

2)人間関係の指導・支援について

　質問紙調査で求めた「幼保連携型認定こ

ども園教育・保育要領」の「人間関係」の3

歳以上の幼児に示されている内容13項目の指

導・支援状況について、「十分にできている」

「まあまあできている」「十分にはできていな

い」「ほとんどできていない」の4件法での回

答と、具体的な指導・支援内容の記載(自由

記述)、「人間関係」の指導・支援で困ってい

ること（自由記述）、より得られた結果は表4

のとおりである。

　4件法で回答された項目のうち、支援・指

導が「十分できている」「まあまあできている」

の回答が100%であった項目は「11．友達と楽

しく生活する中で、決まりの大切さに気付き、

守ろうとする」のみであり、90%であったのは、

「7．友達のよさに気付き、一緒に活動する楽

しさを味わう」であった。また、支援・指導

が「十分にはできていない」「ほとんどできて

いない」に半数以上が含まれる回答が集まっ

た項目として、「2．自分で考え、自分で行動

する」「6．自分の思ったことを相手に伝え、

相手の思っていることに気付く」「8．友達と

楽しく活動する中で、共通の目的を見出し、
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表2．「人間関係」についての指導・支援について（1〜3歳未満児担当）　　　n=7
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表4．「人間関係」についての指導・支援について（3歳以上の幼児担当）　　　n=11
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工夫したり、協力したりなどする」「13．高齢

者をはじめ地域の人々などの自分の生活に関

係の深いいろいろな人に親しみを持つ」が挙

げられる。

Ⅳ．考察
　結果より、次のことが考察される。「1歳か

ら3歳未満児担当者」は、7名の指導者より回

答が得られた。指導者全員が女性であること、

また20歳代から50歳代までと幅広い年代層で

あること、経験年数についても2年から18年

と経験の幅があった。

　「人間関係に困難な子どもに対する『人間

関係』の指導・支援の状況」についての回答

をみると、「2. 保育士の受容的・応答的かかわ

りの中で、欲求を適切に満たし、安定感をもっ

て過ごす」「5. 園での生活のしかたに慣れ、決

まりがあることや、その大切さに気付く」の

項目に若干の指導・支援が「十分にできてい

ない」という回答がみられ、全体としては、

ほぼ支援・指導は「十分にできている」「まあ

まあできている」といった回答であった。

　なかでも「6.生活や遊びの中で、年長児や

保育士の真似をしたり、ごっこ遊びをしたり

する」という項目は、支援・指導が「十分に

できている」が71%と、最も高い評価であった。

　日常生活においての子どもらへの指導は、

ほぼされているが、決まりを守る、心理的な

安定といった個々の子どもの実態に合わせた

丁寧さが求められる指導・支援が必要な内容

において、あまりできていないと感じている

のは、保育士の経験年数とも関係があるのか

もしれないと考えられる。しかし、回答者全

員から困っていることの自由記述による回答

が記載されていたことを考えると、人間関係

に困難さのある子どもの指導・支援において

は、保育の経験年数に関係なく、だれもがそ

の支援や指導方法を模索しているようにも思

われる。

　つぎに「3歳以上の幼児担当者」の回答に

ついてである。保育者は、全員女性であり、

幼稚園教諭免許状は全員が、保育士資格は10

人が所持している。また年齢構成は20歳代が

半数以上であり、経験年数も10年未満がほと

んどであった、さらに、3年未満の経験者が

約半数というメンバー構成で指導が行われて

いる。「人間関係の指導・支援」について、「幼

保連携型認定こども園教育・保育要領」の「人

間関係」の3歳以上の幼児に示されている内

容13項目の指導・支援状況について、支援・指

導が「十分できている」「まあまあできている」

の回答が100%であった項目は「11. 友達と楽

しく生活する中で、決まりの大切さに気付き、

守ろうとする」のみであり、90%であったの

は、「7. 友達のよさに気付き、一緒に活動する

楽しさを味わう」であった。これらが示して

いるように、普段の子ども園の生活において、

子どもたちが経験を通して培われていること

から、高い数値を示したと考えられる。園で

はよく子どもを遊ばせている（遊ばせる環境

が整備されている）と考えることもできよう。

　また、支援・指導が「十分にはできていない」

「ほとんどできていない」に半数以上が含ま

れる回答が集まった項目として、「2. 自分で考

え、自分で行動する」「6. 自分の思ったことを

相手に伝え、相手の思っていることに気付く」

「8. 友達と楽しく活動する中で、共通の目的

を見出し、工夫したり、協力したりなどする」

「13. 高齢者をはじめ地域の人々などの自分の

生活に関係の深いいろいろな人に親しみを持

つ」が挙げられていた。前者の3つの内容に

ついては、人間関係に困難さのある子どもの

多くが元々不得手としている内容である。こ

のことからも、集団の指導場面において、な

かなか困難が生じている状況であることが評

価として表れているのであろう。また、高齢

者や地域の人々などとの関係においては、普

段の園内における生活の指導に力をいれてい

ることもあり、園児としては応用的な行動や

保護者や保育者以外の人との接点を持つとい

うことへの指導・支援については、十分では

ないとの評価を感じているのではないだろう

か。さらに、経験年数が浅い保育者も多い状

況であることから、保育者としての経験値と

いう面からも、十分ではないと感じているで

あろうことが、推測される。
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Ⅴ．おわりに
　本研究では、Aこども園に在職している、1

歳から3歳未満児担当者7名と3歳児以上の幼

児担当者12名の計19名よりアンケート回答を

得ることができた。回答者全員が女性、そし

て、20歳代から50歳代までと幅広い年代層で

あり、経験年数にも差がみられた。回答者の

多くから、人間関係に困難さのある子どもへ

の「人間関係」の保育内容について、全体的

な傾向としては、おおむね指導はできている

という評価がされていた。その中で、「2. 保育

士の受容的・応答的かかわりの中で、欲求を

適切に満たし、安定感をもって過ごす」こと

や「5．園での生活のしかたに慣れ、決まり

があることや、その大切さに気付く」の項目

に若干の指導・支援が「十分にできていない」

という回答が得られており、人間関係に困難

さのある子どもの保育場面においては難しさ

を感じている状況も見られた。Aこども園は

若い保育者が多く勤務していることから、の

びしろのある保育者が顔をそろえている。ま

た経験を積んできているベテランの保育者も

在籍している。ベテランと若手のコミュニ

ケーションを図っていくことで、保育者とし

ての知識や技術を高めていく可能性を秘めて

いる。このような園の特性を生かして、人間

関係に困難さのある幼児たちも含めた「人間

関係」についての指導・支援について、園内

外にて研修会や事例検討会などを開催し、人

間関係の指導方法について学びを深めていく

ことで、今まで以上のよりよい指導・支援の

方法が見えてくるのではないかと考える。
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